
　
岡
山
大
学
工
学
部
情
報
系
学
科
で
は
、

高
度
情
報
化
社
会
を
担
う
技
術
者
を
育
成

し
て
い
る
。
同
学
科
を
卒
業
し
、
現
在
、

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研
究

科
（
＊
１
）
博
士
前
期
課
程
１
年
の
林
倖こ

う

生せ
い

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次
の
よ
う
に

話
す
。

　「
高
校
時
代
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
独

学
で
学
び
、
ゲ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
技
術
の
仕
組
み
に
興
味
を

持
ち
、
自
分
も
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
１
年
次
は
、
教
養
教
育
科
目
に
加
え
、

広
く
工
学
を
理
解
す
る
た
め
の
全
学
科
共

通
の
専
門
基
礎
科
目
を
学
ぶ
。
２
年
次
の

３
学
期
か
ら
は
選
択
し
た
コ
ー
ス（
＊
２
）

に
基
づ
き
、
学
科
専
門
科
目
を
履
修
。
３

年
次
は
、
よ
り
専
門
的
な
科
目
や
課
題
解

決
型
の
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
林
さ

ん
と
同
じ
研
究
科
で
博
士
前
期
課
程
２
年

の
小
林
誠
さ
ん
は
、
同
大
学
が
学
部
横
断

的
に
設
置
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

特
別
コ
ー
ス
」
も
履
修
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　「
工
学
を
社
会
で
役
立
て
る
に
は
、
持

続
可
能
性
に
目
を
向
け
、
よ
り
広
い
視

野
で
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
と
と
も

に
、
社
会
貢
献
度
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
小
林
さ
ん
）

　　
４
年
次
に
は
研
究
室
に
所
属
し
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
と
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
。
林

さ
ん
は
、
阿
部
匡ま

さ

伸の
ぶ

教
授
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室
に
入
っ

た
。

　「
３
年
次
ま
で
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
幅
広
く
学

ぶ
う
ち
に
、
情
報
技
術
の
土
台
と
な
る
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
深
め
る
よ
り
も
、
情
報
技

術
を
活
用
す
る
面
で
人
の
役
に
立
つ
研
究

を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
林
さ
ん
）

　
同
研
究
室
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

人
間
の
感
情
を
表
現
し
た
音
声
を
出
力
す

る
音
声
信
号
処
理
や
、
人
間
の
行
動
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
記
録
す
る
ラ
イ
フ
ロ
グ

な
ど
、
人
間
の
特
徴
を
工
学
的
に
捉
え
、

日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　
林
さ
ん
が
、
４
年
次
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
重
症
度

を
診
断
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ソ
ー
ル
型
圧

力
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
歩
行
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
と
い
う
研
究
だ
（
図
１
）。

　「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
は
、
運
動
障
害

が
出
現
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

医
師
が
患
者
の
歩
行
の
様
子
を
時
間
を
か

け
て
確
認
し
、
重
症
度
を
診
断
で
き
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
医
師
へ
の
負

＊１　工学・医歯薬学・保健学・人文社会学などの専門分野の垣根を超えた学際的な教育・研究を行う。　＊２　同学科には、計算機工学コースと知能ソフトウェアコースがある。
　

高
度
情
報
化
社
会
を
担
う

技
術
者
を
育
成

歩
行
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
重
症
度
を
診
断

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合

科
学
研
究
科
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

博
士
前
期
課
程
１
年

林 

倖
生
　

は
や
し
・
こ
う
せ
い

大
学
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合

科
学
研
究
科
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

博
士
前
期
課
程
２
年

小
林 

誠

こ
ば
や
し
・
ま
こ
と

山
口
県
立
山
口
高
校
卒
業
。
岡
山
大
学
工
学
部
情
報
系
学

科
卒
業
。

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校
卒
業
。
岡
山
大
学
工
学
部
情
報

系
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

幅
広
い
工
学
の
知
識
と
技
能
を
生
か
し
、

健
康
や
福
祉
に
役
立
つ
技
術
の
開
発
を
目
指
す

岡
山
大
学
　

工
学
部
　

情
報
系
学
科
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
情
報
処
理
研
究
室

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

この学びに関する
他の SDGsの目標
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ム
（
図
２
）
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ

れ
は
、
感
圧
セ
ン
サ
ー
が
つ
い
た
手
袋
型

の
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
入
力
デ
バ
イ
ス
を
装
着

し
、
太
も
も
な
ど
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
が
出
力
さ
れ
る
仕
組

み
だ
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
発
話
が
困
難
な

人
が
場
所
・
場
面
を
選
ば
ず
に
利
用
で
き

る
利
点
が
あ
り
（
目
標
８
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
不
平
等
を
な
く
す

こ
と
（
目
標
10
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
入
力
デ
バ
イ
ス
の
製
作
に
は
電
気
回

路
の
知
識
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

学
ん
で
い
な
か
っ
た
分
野
だ
っ
た
た
め
、

電
気
通
信
系
学
科
の
友
人
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、回
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
」（
小

林
さ
ん
）

　
実
証
実
験
で
は
、
入
力
デ
バ
イ
ス
の
セ

ン
サ
ー
が
小
さ
く
、
反
応
が
悪
い
こ
と
が

あ
る
、コ
ー
ド
が
長
く
、１
人
で
は
装
着
し

に
く
い
と
い
っ
た
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、研
究
室
や
ゼ
ミ
で
の
発
表
で
、

先
輩
か
ら
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
研
究

を
深
め
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
言
う
。

　「
定
期
的
に
実
験
を
行
い
、
入
力
速
度

を
評
価
し
た
ら
ど
う
か
と
助
言
を
も
ら
い

ま
し
た
。
よ
り
速
度
の
速
い
シ
ス
テ
ム
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
実
用
化
に
近

づ
く
は
ず
で
す
。
研
究
成
果
の
見
せ
方
を

よ
り
工
夫
し
ま
す
」（
小
林
さ
ん
）

　
小
林
さ
ん
は
、
大
学
院
修
了
後
は
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
情
報
技
術
を

幅
広
い
分
野
で
生
か
せ
る
企
業
に
就
職
予

定
だ
と
言
う
。
林
さ
ん
は
、
大
学
院
で
研

究
を
続
け
、
修
了
後
は
情
報
技
術
を
社
会

貢
献
に
役
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
人
間
が
よ
り
心
地
よ

く
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

医
学
な
ど
、他
の
学
問
と
連
携
し
て
目
標
３

の
達
成
に
貢
献
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
で
大
事
な
の
は
、
未
知
の
問
題
に
対

し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
そ
の
解
決
法
を

見
い
だ
し
、
自
ら
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

力
で
す
。
そ
う
し
た
力
を
高
め
る
上
で
、
学

生
時
代
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
テ
ー
マ
に
し
た
課

題
解
決
型
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
非
常

に
有
効
で
す
。
取
り
組
み
の
過
程
で
、
自
分

は
社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
そ
こ

で
気
づ
い
た
自
分
の
存
在
価
値
は
、
研
究
を

深
め
る
上
で
、
重
要
な
指
針
と
な
り
ま
す
。

担
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
診
断
を

支
援
す
る
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
、
医
療
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
（
目
標
３
）」

（
林
さ
ん
）

　
小
林
さ
ん
も
４
年
次
か
ら
同
研
究
室
に

入
り
、
医
工
連
携
の
取
り
組
み
に
関
心
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
院
に
進
学
し

た
。
現
在
は
、
舌
の
摘
出
で
発
話
が
困
難

に
な
っ
た
人
の
た
め
の
会
話
支
援
シ
ス
テ

２
０
２
１
年
４
月
に
新
生
「
工
学
部
」を
設
置

　
本
学
部
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
環
境
理

工
学
部
と
統
合
す
る
予
定
で
す
。
世
界
の
課

題
に
幅
広
く
目
を
向
け
る
た
め
に
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
s
関
連
科
目
」
と
「
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
科
目
」
を
必
修
と
し
、
広
く
工
学
の

基
礎
を
学
べ
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、

「
S
o
c
i
e
t
y
5.
0
」
の
実
現
を
通
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

インソール型圧力センサーによる歩行データの分析図1

歩行中に、足裏にある
下記の 8 つのポイン
トにかかる力の偏りを
計測できるセンサー。
投薬効果の客観的な測
定などへの活用が期待
できる。

感圧センサーを用いた
ウエアラブル入力デバイスの開発

図２

両手の各指に数字を割り当て、指先の連続する
動きから一連の指の動きが示すアルファベット
を推定して言葉に置き換えた上で、音声に変換
する。研究は小林さんを含む研究室の２人で担
当し、小林さんは入力デバイスの開発、もう１
人は指から得られる入力情報を利用して、言葉
や文章を推定する翻訳システムの開発を担当し
ている。

デバイス

指先に感圧センサー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
平
等
を
な
く
す
研
究
を
行
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
人
材
に

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ工

学
部
長
　

岡
山
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工
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系
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ュ
ー
マ
ン
セ
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ク
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授
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あ
べ
・
ま
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の
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